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今月の表紙 

「ふるさと浪江交流会」浪江小・津島小（６月30日　旧平石小学校仮設）

ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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町長あいさつ
みんなでともに乗り越えよう
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㈱渡辺商店（梅田商店）　
代表取締役　渡邉壽亮

[本　社]　浪江町大字権現堂字新町20－13

　　営業時間：月～土曜日　８時～17時

　　　　　　　日曜日　不定休

[福島事務所]　福島市岡部字当木前58

　　　0240（35）3116　　0240（35）3117

　産業・賠償対策課商工労働係　　0243（62）1106

町内町内で営業営業を再開再開しましたしました町内で営業を開始しました

㈱渡辺商店（梅田商店）
町民の
皆さんへ 震災当時は役場をはじめ各避難所に灯油や軽油を届

け、翌日は朝６時頃からスタンドを開けてお昼過ぎ

頃まで皆さんと避難の準備をし、その後は津島地区、福島市

内、新潟の三条市を経て埼玉県の所沢市に行き着いていました。

三条や所沢等の市役所の皆さんと避難先のご近所の皆さんには

大変よくしていただき、とても感謝しながら生活していました。

あれから３年以上経ち、地域の再建の足掛かりの一部になれれ

ばと思い、店を再稼働させることにしました。準備にかなり時間

がかかってしまいましたが、７月２日に営業を再開しました。

皆さんが一時帰宅等で浪江町にいらした時に、以前の町の面

影を少しでも思い出していただける雰囲気を少しずつ作りたい

と思います。

たまには、ぶらりと街中にいらしていただければ幸いです。

　
代表取締役　石田全史

事業内容：建設機械・10tダンプ等のレンタルリー

ス、農機具・中古重機・ダンプ等買取

[本　社] 浪江町大字幾世橋字一里壇96

[事務所] 浪江町大字幾世橋字斉藤屋敷40－1

　　　　　0240（23）5859　　0240（23）5860

東日本農重機流通㈱／㈱アップル引越しセンター福島
町民の
皆さんへ このたび浪江町にある ㈱双葉不動産 代表取締役の石田全史さんが、浪江町の復興のた

めに少しでもお役に立ちたいという思いから、２つの会社を立ち上げました。

　
代表取締役　石田全史

[本　社] 浪江町大字幾世橋字一里壇96

[事務所] 浪江町大字幾世橋字斉藤屋敷40－1

　　　　　0240（23）5910

㈱アップル引越しセンター福島
　企業理念に基づき笑顔を生

み出す作業を心がけ、お客様

の大切なご家財をお運びしま

す。３年前の震災により避難

生活をされている方にも大切

なご家財があると思います。

本社は浪江町などの制限があ

る地域からご家財をお運びする作業も行っています。大

きくて自分の車では運べないけど、どうにか運べないか

とお悩みでしたら一度ご相談ください。

東日本農重機流通㈱　
　浪江町で復興作業

にあたる皆さまのお

役に立てれば幸いで

す。一日も早い復興

を目指し、地域の皆

さまと共に頑張って

いきたいと考えてい

ます。

わたなべじゅりょう

町長から のメ ッ セ ー ジ

�����������������



���

整備が進む常磐自動車道の浪江ＩＣ

今年６月、「避難指示解除準備区域等における公共インフラ復旧の工程表」の改訂版が発表され

ました。復旧の「見える化」を図るため、国・県・町など様々な事業主体が実施する復旧事業の進

捗を復興庁がとりまとめたものです。その中から道路に関する部分を一部抜粋して紹介します。

（詳しい工程表は町や復興庁のホームページからダウンロードできます。）

みんなでともに
乗り越えよう
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除染完了後、水稲試験栽培で４年ぶりに田植えが実施され青々とした水田
（酒田地区）

植え込みの土も
新しく入れ替え
（浪江高校前）

共同墓地の除染
はすべて完了し
ました
（田子平墓地）

町内の除染は、環境省の「特別地域内除染実施計

画（浪江町）」に基づいて、避難指示解除準備区域と居

住制限区域における除染が進められています。

【平成26年５月末現在の進捗】

●除染実施対象面積：約3,300ヘクタール

●仮 置 場：約２割確保済み

●同意取得：約５割

実績 　 150※
対象　約5,900※

実績　　 約320,000㎡
対象　約19,000,000㎡

実績　　約170,000㎡
対象　約3,800,000㎡

実績　　 約13,000㎡
対象　約2,100,000㎡

宅地 農地 森林 道路

実施率　3% 実施率　2% 実施率　4% 実施率　1%

※宅地の単位：除染対象の宅地に
　　　　　　　おける関係人の数

詳細は環境省ホームページへ：http://josen.env.go.jp/area/details/namie.html
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いつかためになる

法 律 知 識

弁護士　井上　航井上　航

原発賠償に関して知っておきたい大事なポイントの解説と、
日々の生活で問題が起きた際に迷わず対応するための

予備知識をお伝えしていくコーナーです。

Vol.10
連帯保証人・1
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みんなでともに
乗り越えよう
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＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

　復興推進課情報統計係　　0243（62）4731

�������	
	������
����������
���������	
���������	
��
���
�����������������������������
����������
�������	
��
����������	
��
���
�����������������������������

�������	
��
�



���

�

���������	
���
�������

�������	�

����������	
����
����

�������	
����
���������

���

�������	
��

�� � ����������������������	
���

���������������������������	
��

���������������������������	
��

暑い日が続きますが、バランスの良い食事で夏を乗
り切りましょう。
暑い日でも簡単にできて、さっぱり食べられます。

【材　料（１人分）】

にら………50g
えのき茸…20g
カニかま…15g
酢…小さじ1
しょうゆ…小さじ1
レモン汁…適量

＊にらとえのきのぽん酢あえ＊
【作り方】

①にらは、茹でて２～３㎝の長
さに切る。
　えのき茸は石づきを切り落と
し半分の長さに切り、茹でて
おく。
②カニかまは、食べやすくほぐ
しておく。
③Ａを合わせ、盛りつける直前
にあえる。

いつもいつも元気元気
健康健康レシピレシピ
いつも元気
健康レシピ

Ａ
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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６月19日、東北学院大学様から、教
育支援として図書カードを寄贈いただき
ました。図書カードは浪江小学校、津島
小学校へ配布し、子どもたちの学習のた
めに大切に使用させていただきます。

６月26日、自治労大阪市労働組合連
合会様から、義捐金をいただきました。
同市労連の皆さんは同日、本町以外にも
福島県内の被災自治体へ義捐金を届けま
した。

６月27日、大阪府東大阪市の㈱三容
三宅加余子様から、義援金をいただきま
した。この義援金は、㈱三容様が本町か
ら東大阪市へ避難している町民とお知り
合いになったことがきっかけで、「浪江
町の復興の一助になれば」というお気持
ちからいただいたものです。

６月７日、郡山ユラックス熱海で「第67回福島県消防

大会」が開催されました。本大会は、県内の消防人が一

堂に会し、消防力の充実強化など当面する消防問題を協

議するとともに、各種表彰を行って士気の高揚と団結を

はかり、また活力ある消防体制を推進し、広く県民の消

防意識の向上に資することを目的としています。

各種表彰者は以下のとおりです（敬称略）。

【福島県消防表彰】

永年勤続章　元部長　横山光安

【日本消防協会定例表彰】

精績章　分団長　栃本良重

勤続章　団　員　山﨑　定

【福島県消防協会定例表彰】

功績章　分団長　木幡一郎、分団長　江畑立行

精勤章　分団長　愛澤健次、団員　天野　昇、団員　松﨑公隆

退職団員感謝状　

　　　　分団長　志賀則道、部長　佐久間己彦、部長　岡本光則、団員　亀田　博、団員　原中幸弘

６月26日、二本松市郭内の屋内ゲートボール場で

「浪江町長杯ゲートボール大会」が開催されました。

会場には笑顔と歓声があふれ、ゲートボールを通して

町民同士の絆と交流が深められました。

結果は次のとおりです（敬称略）。

チーム名　サーモン
小山公明、古田チエ子、田中義丸

遠藤忠明

準
優
勝

チーム名　カモメ
山本賢治、遠藤千恵子、愛沢　崇

愛沢延子、松本君男

優　
勝

����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

６月25日　安達運動場仮設７月１日　
大平農村広場
　　　　　仮設

６月25日　塩沢農村広場仮設

浪江小学校・津島小学校の児童による「ふるさと浪江交

流会（仮設訪問）」が、二本松市内で今年も実施されまし

た。児童はみんなで一生懸命育てたプランターの花を仮設

の皆さんに贈り、歌やおどり、紙芝居など

を披露したほか、浪江町の思い出な

どをインタビュー形式で話し合

いました。児童も入居されて

いる町民の皆さんも、笑い

声と笑顔がこぼれ、楽し

く交流を深める機会とな

りました。

６月22日、本宮市内の恵向仮設住宅で、ラ・キャラバン・

ボン・アペティ（フランス人炊き出し隊：在日フランス人

シェフらによるボランティア組織）主催による「フランス料

理の夕べ」が開催されました。当日はあいにくの天気でした

が、会場には100人近くの人が集まり、本場のフランス料理

を楽しみました（昨年は同市内の高木仮設で開催しました）。

６月29日、桑折町内の桑折駅前仮設住宅の集会所で「浪江

まち物語つたえ隊」の結成式および紙芝居の上演会が行われ

ました。震災後、浪江町の語り部の話を聞いた広島の「まち

物語製作委員会」の方が、浪江に伝わる昔話を紙芝居にして同

仮設住宅で上演したのがきっかけで、この度、避難している浪

江町と避難者を受け入れている桑折町・保原町の語り部の会の

有志により「浪江まち物語つたえ隊」が結成されたものです。

浪江町の紙芝居『見えない雲の下で』（原作は町民の佐々木

ヤス子さん）で震災当時のことが上演されると、多くの町民

が涙を拭っていました。そのほか、「ボランデポひろしま」

「まち物語製作委員会」のいくまさ鉄平さんによる、まちおこ

しの講演も行われました。

������������������
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申
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＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そ

して福島第一原子力発電所の事故により、福島県

内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難生活、

先の見えない不安の中で、町民の皆さんがどのよ

うな思いで生活し、ふるさとへの思いを抱いてい

るのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江

のこころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

「浪江のこころ通信／第38号」への
感想をお寄せください。

● 第38号 ●

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から３年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ
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■
和
男
さ
ん
の
お
話

私
は
浪
江
生
ま
れ
の
浪
江
育
ち
。

83
年
間
浪
江
で
暮
ら
し
、
定
年
後
は

畑
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

悪
夢
の
よ
う
な
あ
の
日
の
こ
と
は

忘
れ
よ
う
に
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

震
災
当
日
は
家
が
倒
れ
る
か
と
思
う

ほ
ど
の
大
揺
れ
で
、
電
話
も
電
気
も

切
れ
て
し
ま
い
情
報
が
得
ら
れ
な
い

ま
ま
不
安
な
夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
朝
は
防
災
無
線
の
呼
び
か
け
で
津

島
地
区
に
向
か
お
う
と
し
ま
し
た

が
、
大
渋
滞
で
車
が
動
か
ず
、
小
高

地
区
の
親
戚
宅
に
避
難
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
夕
方
、
車
に
分
乗
し
て
き

た
近
所
の
ご
一
家
が
「
こ
こ
は
危
な

い
。
至
急
、
う
ち
の
車
さ
乗
り
な
さ

い
」
と
。
そ
れ
で
相
馬
市
に
避
難

し
、「
フ
ロ
ー
ラ
」
と
い
う
結
婚
式
場

の
控
え
室
を
お
借
り
し
て
４
日
間
過

ご
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
「
フ
ロ
ー

ラ
」
の
方
か
ら
再
度
の
避
難
を
勧
め

ら
れ
、
宮
城
県
内
の
２
か
所
の
施
設

を
転
々
と
し
ま
し
た
。

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
横
浜
に
住

む
娘
が
迎
え
に
来
て
く
れ
て
、
雪
と

ガ
ソ
リ
ン
不
足
に
難
儀
し
な
が
ら
横

浜
に
着
き
ま
し
た
。
現
在
の
住
ま
い

は
7
回
目
の
避
難
先
で
、
住
宅
供
給

公
社
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
す
。
部

屋
が
狭
い
の
が
難
で
す
が
、
腰
を
痛

め
た
私
に
と
っ
て
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

付
き
な
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

帰
れ
る
も
の
な
ら
ば
浪
江
に
帰
り

た
い
。
せ
め
て
福
島
県
内
の
復
興
住

宅
に
移
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ

り
ま
す
。
で
も
歳
も
歳
だ
し
、
実
際

に
は
な
か
な
か
難
し
い
。
無
念
さ
、

悔
し
さ
を
消
し
去
る
こ
と
は
到
底
で

き
ま
せ
ん
が
、
な
る
べ
く
前
向
き
な

気
持
ち
で
人
生
を
全
う
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

■
セ
イ
さ
ん
の
お
話

結
婚
し
て
以
来
60
年
間
浪
江
で
暮

ら
し
、
近
所
の
方
と
お
茶
の
み
す
る

の
が
日
々
の
楽
し
み
で
し
た
。
気
候

も
温
暖
で
自
然
に
恵
ま
れ
た
土
地
で

す
か
ら
、
独
立
し
た
子
ど
も
た
ち
も

お
盆
と
正
月
に
は
帰
っ
て
来
て
賑
や

か
に
過
ご
す
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の

暮
ら
し
が
震
災
で
一
変
し
ま
し
た
。

当
初
は
す
ぐ
に
戻
れ
る
と
思
っ
て

い
た
の
で
、
着
の
身
着
の
ま
ま
で
避

難
し
た
ん
で
す
。
そ
の
後
、
娘
に
送

迎
し
て
も
ら
っ
て
一
時
帰
宅
し
ま
し

た
が
、
自
宅
の
あ
る
川
添
は
居
住
制

限
区
域
で
、
未
だ
に
線
量
が
高
い
。

そ
れ
に
タ
ン
ス
を
開
け
た
ら
ネ
ズ
ミ

が
飛
び
出
し
て
き
た
の
は
シ
ョ
ッ
ク

で
、
あ
あ
、
こ
の
家
に
は
も
う
住
め

な
い
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
孫
の

た
め
に
新
調
し
た
布
団
、
使
い
慣
れ

た
思
い
出
の
品
も
ほ
と
ん
ど
持
ち
出

せ
ず
、
本
当
に
悲
し
か
っ
た
で
す
。

震
災
後
1
年
ほ
ど
は
、
お
医
者
さ

ん
が
処
方
し
て
く
れ
た
睡
眠
薬
な
し

に
は
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は

よ
う
や
っ
と
横
浜
で
の
暮
ら
し
に
慣

れ
、
そ
れ
な
り
に
元
気
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
同
じ
マ
ン
シ
ョ
ン
に
お
茶

に
誘
っ
て
く
だ
さ
る
お
友
達
が
で
き

た
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
、
特
に

東
北
や
北
関
東
出
身
の
方
と
は
気
兼

ね
な
く
話
せ
ま
す
ね
。
私
と
同
様
、

浪
江
町
か
ら
横
浜
に
避
難
し
た
方
と

も
親
し
く
な
り
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
行

き
来
し
た
り
一
緒
に
健
康
体
操
の
教

室
に
通
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

新
し
い
ご
縁
は
で
き
ま
し
た
が
、

浪
江
町
で
親
し
く
し
て
い
た
方
と
会

え
な
い
の
は
辛
い
で
す
。
ど
う
か
お

元
気
で
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

▲横浜市のマンションにて、
　小川和男さん・セイさん夫妻

お子さんの独立後、ご夫婦で穏やかに過ごしていた
小川和男さん（86歳）とセイさん（83歳）。2011年３月
末に二人の娘さんが住む神奈川県横浜市に避難し、現
在は市内の賃貸住宅で暮らしています。和男さんは将
棋を、セイさんはお友達との交流を楽しみ、故郷から
離れて暮らす寂しさを紛らわせていると言います。

小川　和男さん・セイさん（川添）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　中島
取材日：７月７日

帰れるものならば浪江に帰りたい神奈川県
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震
災
当
日
は
、
夜
勤
明
け
で
自
宅

に
い
ま
し
た
。
家
族
の
安
否
を
確
認

し
た
後
、
町
の
状
況
を
見
て
職
場
が

大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う

と
考
え
て
、
す
ぐ
に
南
相
馬
市
立
総

合
病
院
に
向
か
い
ま
し
た
。
津
波
被

害
に
遭
わ
れ
た
方
や
家
屋
で
怪
我
を

さ
れ
た
方
を
救
命
し
て
い
く
状
況

で
、
そ
の
ま
ま
3
日
間
泊
ま
り
込
み

ま
し
た
。
14
日
に
職
員
へ
避
難
命
令

が
出
た
た
め
、
山
形
に
1
週
間
避
難

し
ま
し
た
が
、
病
院
業
務
を
再
開
す

る
こ
と
に
な
り
南
相
馬
市
の
ア
パ
ー

ト
で
暮
ら
す
こ
と
に
決
め
て
仕
事
を

続
け
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
新
潟
や
山

形
の
D
M
A
T
が
来
て
病
院
支
援
を

し
て
く
れ
ま
し
た
。
D
M
A
T
は
、

多
く
の
患
者
さ
ん
を
少
な
い
医
療
資

源
で
救
命
し
て
い
く
医
療
チ
ー
ム
で

す
。
私
も
研
修
を
受
け
て
い
た
の

で
、
様
々
な
人
た
ち
の
役
に
立
ち
た

い
と
思
い
、
そ
の
後
、
日
本
Ｄ
Ｍ
Ａ

Ｔ
の
資
格
を
取
り
ま
し
た
。
今
度
は

自
分
が
、
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち

に
恩
返
し
を
し
て
い
く
立
場
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

震
災
の
年
の
5
月
に
、
避
難
者
の

健
康
状
態
を
み
る
た
め
に
1
か
月

間
、
新
潟
県
長
岡
市
に
派
遣
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
協

力
し
て
く
れ
た
方
が
、「
仕
事
だ
け

ど
、
自
分
た
ち
も
被
災
者
だ
か
ら
心

を
休
め
る
の
は
大
切
だ
よ
」
と
、
声

を
掛
け
て
く
れ
て
、
自
分
の
気
持
ち

を
助
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
だ
け

で
な
く
、
所
属
し
て
い
た
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
代
表
の
避
難
先
だ
っ

た
ご
縁
で
、
山
形
県
東
置
賜
郡
高
畠

町
の
総
合
体
育
祭
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
で
、
仲
間
と
久
し
ぶ
り
に
集
ま

り
浪
江
町
チ
ー
ム
と
し
て
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
で
き
た
の
は
す
ご
く
良

か
っ
た
こ
と
で
す
。
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
て
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
高

畠
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
毎

年
の
大
会
が
楽
し
み
で
、
こ
れ
か
ら

も
交
流
が
続
い
て
い
け
ば
い
い
な
と

思
い
ま
す
。
お
世
話
に
な
っ
た
方

に
、
物
や
形
で
な
く
て
も
、
参
加
し

て
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
生
の
時
は
東
京
に
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、
卒
業
後
は
浪
江
町
に
戻

り
ま
し
た
。

浪
江
町
は
海
も
山
も
あ
り
、
家
族

も
気
心
の
知
れ
た
友
人
も
い
た
の

で
、
都
会
と
比
べ
て
不
便
は
感
じ
ま

せ
ん
で
し
た
。
避
難
指
示
が
解
除
さ

れ
て
も
、
簡
単
に
は
帰
れ
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
31
年
育
っ
た
町
な

の
で
み
ん
な
と
集
ま
っ
て
〝
久
し
ぶ

り
!
〞
と
言
い
た
い
で
す
。

震
災
前
は
、
当
た
り
前
だ
と
思
っ

て
い
た
日
常
生
活
で
し
た
が
、
親
し

い
人
が
亡
く
な
っ
て
、
明
日
が
い
つ

も
通
り
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
を

知
り
、
1
日
1
日
を
楽
し
く
生
き
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
浪
江
大

吉
S
S
B
」
の
チ
ー
ム
T
シ
ャ
ツ
に

あ
る
“N
o
w
“o
r
“n
e
v
e
r
の
と

お
り
、「
今
は
今
し
か
な
い
の
だ
か

ら
、
今
や
れ
る
こ
と
は
一
生
懸
命
や

ろ
う
」
そ
う
思
っ
て
い
ま
す
し
、
皆

さ
ん
に
、
そ
う
伝
え
た
い
で
す
。

＊
D
M
A
T
：
災
害
時
に
被
災
地
に
迅
速
に
駆
け
つ

け
、
救
急
治
療
を
行
う
た
め
の
専
門

的
な
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ
ー
ム

▲さわやかな明るい
笑顔の枡谷さん

さわやかな明るい笑顔の枡谷さんは、日本DMAT＊の
資格を持つ看護師さんです。お世話になった方々へ、今
度は自分が恩返しをしていきたいという気持ちを強く
持っていらっしゃいます。震災により、たくさんの友人
と離ればなれになってしまったことで、あらためて友人
の大切さが実感できたとおっしゃいます。

枡谷　拓郎さん（権現堂）
取材者：浪江町役場　舛田・鴫原・中川
取材日：６月30日

“Now or never”
今やれることは、一生懸命やろう

福島県

▲ソフトボールチーム「浪江大吉SSB」の
チームＴシャツのロゴ
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大
地
震
が
あ
っ
た
３
月
11
日
は
、

庭
の
掃
除
な
ど
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
突
然
の
激
し
い
揺
れ
に
、
思
わ

ず
し
ゃ
が
み
込
み
ま
し
た
。
屋
根
の

瓦
は
落
ち
、
家
の
中
で
は
冷
蔵
庫
が

跳
ね
上
が
っ
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
酪
農
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
牛

舎
の
中
で
牛
が
吠
え
る
よ
う
に
啼
い

て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
親
子
３
代
夫
婦
と
ひ
孫

２
人
の
８
人
で
暮
ら
し
て
お
り
ま
し

た
。
直
ぐ
に
停
電
に
な
り
、
水
も
使

え
な
く
な
り
、
地
域
の
酪
農
家
と
発

電
機
を
持
ち
回
り
で
使
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
原
発
が
危
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
家
族
全
員
で
逃
げ
ま
し
た
が
、

残
さ
れ
た
牛
た
ち
は
ど
ん
な
気
持
ち

で
い
た
の
か
、
胸
が
詰
ま
る
思
い
で

し
た
。

南
相
馬
市
の
馬
事
公
苑
に
そ
の
２

日
後
、
避
難
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

市
が
用
意
し
た
バ
ス
で
、
伊
達
市
の

梁
川
体
育
館
に
移
動
し
ま
し
た
。
雪

は
降
る
、
断
水
に
な
る
、
余
震
は
あ

る
、
お
世
話
し
て
く
れ
た
方
々
は
大

変
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

で
家
族
は
一
旦
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
猪
苗

代
に
移
り
４
か
月
お
世
話
に
な
り
、

７
月
下
旬
に
酪
農
家
の
友
人
の
紹
介

で
、
現
在
の
家
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

息
子
の
話
に
よ
る
と
、
「
最
初
の

一
時
帰
宅
の
時
は
ど
こ
も
草
ボ
ー

ボ
ー
。
牛
舎
に
は
苦
し
ん
だ
で
あ
ろ

う
牛
た
ち
が
骨
に
な
っ
て
迎
え
て
く

れ
た
。
水
を
求
め
て
側
溝
に
落
ち
た

牛
の
死
体
。
あ
ま
り
に
も
酷
い
光
景

だ
っ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
牛
も

家
族
の
一
員
で
す
。
原
発
事
故
さ
え

な
か
っ
た
ら
と
思
う
と
、
怒
り
と
悔

し
さ
で
…
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た

避
難
中
は
、
津
波
で
家
族
や
家
を

失
っ
た
方
々
の
こ
と
を
思
え
ば
、
牛

の
こ
と
な
ど
、
と
て
も
話
せ
ま
せ
ん

で
し
た
。

私
は
、
30
代
の
時
に
神
経
性
の
病

に
罹
り
、
３
年
間
農
業
を
休
み
ま
し

た
が
、
剣
道
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

病
気
を
克
服
し
、
そ
の
後
剣
道
７
段

教
士
を
頂
き
、
体
に
自
信
を
取
り
戻

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
苅
野
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、
若
い
先
生

方
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
と
稽
古
に

励
み
、
汗
を
流
す
の
が
楽
し
み
で
し

た
。震

災
の
１
週
間
前
、
３
月
６
日
に

は
第
25
回
牛
乳
杯
争
奪
少
年
剣
道
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が

一
区
切
り
と
な
っ
て
し
ま
い
、
大
変

残
念
で
す
。
各
地
に
そ
れ
ぞ
れ
避
難

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
年
の
７
月
、

白
河
で
行
わ
れ
た
中
体
連
で
は
、
浪

江
町
や
双
葉
郡
内
の
方
々
に
お
会
い

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し
い
時

間
で
し
た
。

避
難
し
て
３
年
が
経
ち
ま
し
た

が
、
家
の
近
く
に
は
浪
江
の
仮
設
住

宅
も
あ
り
ま
す
の
で
、
何
か
と
心
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
孫
や
ひ

孫
が
お
盆
や
正
月
に
こ
こ
に
来
る
時

は
、
と
て
も
賑
や
か
に
な
り
、
楽
し

み
で
す
。

ス
ポ
少
や
各
種
剣
道
大
会
を
見
学

に
行
っ
て
は
刺
激
を
貰
い
、
リ
ハ
ビ

リ
の
つ
も
り
で
竹
刀
の
素
振
り
を
毎

日
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
な
の
で
病

院
が
近
い
こ
と
も
精
神
安
定
剤
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
る
よ
う
に

し
か
な
ら
な
い
の
で
、
今
を
元
気
に

生
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲家族４人、全員勢揃いで。
　（左からシオさん、貞治郎さん、康至さん、久美子さん）

西さんは妻シオさんと息子の貞治郎さん、久美子
さん夫婦と４人で、福島市笹谷の借上げ住宅で暮ら
していらっしゃいます。
今回の取材では、康至さんのお話を貞治郎さんが
補足してくださったり、剣道の資料を見せてくだ
さったり、父子お二人からお話を伺うことができま
した。病後のリハビリをされているシオさんの一日
も早い恢復と、腰痛が辛そうな久美子さんの痛みが
少しでも楽になられるといいですね。

西　　康至さん（立野）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：７月11日

今も元気に
福島県
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■
当
時
を
振
り
返
っ
て

地
震
発
生
時
は
、
町
内
の
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
に
い
ま
し
た
。
家
族
と
工

房
が
心
配
に
な
り
急
い
で
戻
っ
て
み

る
と
、
自
宅
と
家
族
は
大
丈
夫
で
し

た
が
、
工
房
の
中
は
足
の
踏
み
場
も

な
い
く
ら
い
滅
茶
苦
茶
に
な
っ
て
い

て
、
手
が
付
け
ら
れ
な
い
状
態
で
し

た
。
当
然
、
作
品
も
全
て
壊
れ
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
翌
日
か
ら
家
族

と
親
戚
10
人
で
県
内
外
を
転
々
と

し
、
平
成
24
年
12
月
に
茨
城
県
つ
く

ば
市
に
一
旦
落
ち
着
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

■
伝
統
を
守
っ
て

震
災
後
、
何
も
す
る
こ
と
が
な
く

体
を
持
て
余
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

「
何
と
か
伝
統
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
思
い
、
以
前
か

ら
の
知
り
合
い
を
通
じ
て
矢
吹
町
に

工
房
を
開
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
工
房
は
仮
設
的
な
建

物
な
の
で
耐
久
性
も
な
く
契
約
期
間

も
５
年
の
た
め
、
そ
の
後
続
け
て
い

く
に
は
「
ま
た
、
ゼ
ロ
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
が
来
る

ん
だ
な
」
と
考
え
る
と
不
安
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
震
災
前
一
緒
に
仕
事
を
し

て
い
た
息
子
は
現
在
、
東
京
で
陶
芸

教
室
の
講
師
を
し
て
お
り
、
そ
れ
が

本
格
的
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
一

緒
に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
い
、
震
災
前
の
暮
ら

し
を
思
い
出
す
と
寂
し
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
。

し
か
し
、
伝
統
工
芸
の
技
術
を
後

世
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
強
い
気
持
ち

を
持
っ
て
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
や
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
の
頑
張
り
が
今
後
１
０

０
年
、
１
０
０
０
年
と
受
け
継
が
れ

て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

■
仲
間
と
共
に

い
ろ
ん
な
こ
と
が
落
ち
着
き
は
じ

め
た
の
で
、
今
年
６
月
に
友
人
３
人

と
鮎
釣
り
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
久

し
ぶ
り
に
釣
り
仲
間
と
会
え
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
矢
吹
町
の
工

房
と
つ
く
ば
市
の
借
上
げ
住
宅
を
行

き
来
す
る
と
い
っ
た
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
つ
く
ば
市
に
避

難
し
て
い
る
近
所
の
方
々
と
浪
江
町

の
思
い
出
話
し
を
し
な
が
ら
、
月
に

一
度
呑
み
会
を
す
る
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
で
す
。

▲現在の山田さん

浪江では、伝統工芸品の「大堀相馬焼」
を作っていた山田さん。現在は、茨城県つ
くば市に避難しながら福島県矢吹町に工房
を構え、忙しい毎日を送っています。

山田　正博さん（大堀）
取材者：茨城県駐在浪江町復興支援員　石田・大山・田中・八橋
取材日：６月25日

伝統工芸の技術を後世へ伝えるために・・・
茨城県

▲年末に集まった山田さん家族
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再取材シリーズ

今
年
南
相
馬
か
相
馬
に
引
っ
越
そ

う
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
娘
に

「
あ
と
3
年
は
近
く
に
い
て
も
ら
え

な
い
か
」
と
頼
ま
れ
て
、
も
う
し
ば

ら
く
中
山
町
に
い
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
一
緒
に
逃
げ
た
時
か
ら

孫
た
ち
が
大
き
く
な
る
ま
で
は
近
く

に
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
孫

の
翔
は
山
形
の
高
校
に
入
学
し
、
部

活
動
の
野
球
も
本
当
に
よ
く
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
私
も
朝
5
時
半
に
グ
ラ

ウ
ン
ド
ま
で
送
り
届
け
た
り
夜
遅
く

迎
え
に
行
っ
た
り
。
妹
の
稜
も
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、
父
親
母
親

も
仕
事
に
P
T
A
に
と
忙
し
い
よ
う

で
す
。
母
は
今
年
94
歳
に
な
り
ま
し

た
が
、
ど
こ
も
悪
い
所
痛
い
所
が
な

く
体
に
変
わ
り
な
く
安
心
し
て
い
ま

す
。震

災
後
1
度
目
の
一
時
帰
宅
し
た

際
、
大
切
に
手
入
れ
を
し
て
き
た
自

宅
の
松
、
藤
、
つ
つ
じ
が
津
波
に
負

け
ず
残
っ
て
お
り
、
目
印
に
し
て
帰

り
ま
し
た
。
藤
は
花
芽
も
持
っ
て
い

て
当
時
と
て
も
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
で
す
が
そ
の
後
、
木
は
跡
形
も

な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
先
日
帰
宅
し

た
際
、
土
地
の
上
に
は
大
き
な
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
移
動
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
自
宅
の
姿
形
は
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
土
地
に
は

変
わ
ら
ず
、
大
切
に
し
て
き
た
想
い

出
が
あ
り
、
荒
れ
て
い
く
土
地
を
見

る
と
憤
り
を
ど
こ
に
向
け
た
ら
よ
い

の
か
わ
か
ら
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。

今
も
浪
江
町
に
は
必
ず
春
、
お

盆
、
秋
と
墓
参
り
に
帰
っ
て
い
ま

す
。
地
区
に
よ
っ
て
は
、
車
の
中
で

も
線
量
計
の
警
報
が
鳴
る
場
所
も
あ

り
、
線
量
が
高
い
場
所
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
実
感
す
る
時
も
あ
り
ま
し

た
。
先
日
、
集
団
移
転
の
意
見
交
換

会
に
参
加
し
説
明
を
聞
き
ま
し
た

が
、
住
む
場
合
生
活
に
欠
か
せ
な
い

水
は
安
全
な
の
か
、
何
十
年
後
か
に

地
下
水
が
汚
染
さ
れ
る
危
険
は
な
い

の
か
、
生
活
基
盤
は
ど
の
程
度
整
う

の
か
、
ま
た
次
世
代
の
若
い
人
が
戻

ら
な
い
中
、
高
齢
の
者
ば
か
り
が
集

ま
っ
て
も
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
な
ど
、
不
安
も

感
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
中
山
町
に
い
て
も
、
浪
江
町

に
い
た
頃
か
ら
付
き
合
い
が
あ
っ
た
皆

さ
ん
と
は
、
今
ま
で
通
り
連
絡
を
取
り

合
っ
て
お
り
、
さ
く
ら
ん
ぼ
狩
り
に
来

て
く
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。
心
配
し
て

く
れ
る
人
は
遠
く
に
い
て
も
心
配
し
て

く
れ
ま
す
ね
。
ま
た
、
避
難
し
て
き
た

当
時
か
ら
誘
っ
て
く
だ
さ
る
近
所
の

方
々
の
お
宅
に
2
、
3
日
お
き
に
お
茶

の
み
に
誘
っ
て
も
ら
い
、
ち
ょ
っ
と
顔

を
出
さ
な
い
と
「
ど
う
し
た
の
？
」
と

声
掛
け
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
避
難

者
を
無
料
で
入
浴
さ
せ
て
く
れ
た
中
山

町
の
温
泉
施
設
『
ゆ
ら
ら
』
の
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
も
親
し
く
し
て
く
れ
て
お

り
、
今
は
恩
返
し
に
、
お
風
呂
掃
除
の

手
伝
い
も
し
て
い
ま
す
。
浪
江
町
に
い

た
頃
の
つ
な
が
り
も
、
こ
ち
ら
に
来
て

か
ら
の
つ
な
が
り
に
も
感
謝
し
、
家
族

と
も
協
力
し
な
が
ら
、
も
う
し
ば
ら
く

こ
ち
ら
で
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

▲「ウチョウラン」がきれいに咲きました。
　髙野さんご家族（左：サダ子さん、中央：タ
キ子さん、右：康幸さん）

髙野　康幸さん（請戸）
取材者：ＮＰＯ法人山形の公益活動を応援する会・アミル　柴田
取材日：７月２日

浪江でのつながりも、山形でのつながりにも
感謝しながら暮らしています

山形県

浪江のこころ通信第19号に掲載された髙野さんご家
族は、現在も３人で山形県中山町の借上げアパートで
暮らしています。母・タキ子さん、康幸さんサダ子さ
んご夫妻、それに近くに住んでいる娘・博美さんご家
族と支え合いながら生活しています。大好きな山野草
を育て咲かせることがなによりの楽しみだそうです。
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▲仲睦まじく、素敵な笑顔をみせてくださった
秀則さんと芳子さん。芳子さんは避難後、い
ろいろな会に参加するなど、ご自分の趣味を
楽しむ時間が増えたそうです。

■
私
は
福
島
市
の
仕
事
場
で
、
妻
と

娘
は
外
出
先
の
原
ノ
町
で
、
大
震

災
に
遭
い
ま
し
た

物
凄
い
揺
れ
に
、
立
っ
て
歩
け
な

い
ほ
ど
で
し
た
が
、
机
上
の
パ
ソ
コ

ン
を
手
で
押
さ
え
な
が
ら
収
ま
る
の

を
待
ち
ま
し
た
。
職
員
と
共
に
外
へ

避
難
し
た
も
の
の
、
歯
の
根
も
合
わ

な
い
ほ
ど
寒
か
っ
た
し
、
極
度
の
緊

張
も
し
て
い
ま
し
た
。
頻
繁
に
余
震

が
あ
り
、
そ
の
度
に
駐
車
場
の
車
が

大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。
急
い
で
家
族

に
連
絡
を
取
り
ま
し
た
が
、
自
宅
に

も
子
ど
も
た
ち
に
も
つ
な
が
ら
ず
、

そ
の
う
ち
よ
う
や
く
娘
か
ら
メ
ー
ル

が
来
て
無
事
を
知
り
ま
し
た
。

芳
子
さ
ん
に
よ
る
と
「
原
ノ
町
で

も
大
き
な
揺
れ
だ
っ
た
の
で
、
原
浪

ト
ン
ネ
ル
を
避
け
て
山
麓
線
で
帰
ろ

う
と
し
た
け
れ
ど
、
馬
事
公
苑
の
辺

り
で
こ
の
先
は
通
行
で
き
な
い
と
言

わ
れ
ま
し
た
。
国
道
6
号
に
出
よ
う

と
し
た
が
、
思
い
返
し
て
原
浪
ト
ン

ネ
ル
経
由
で
戻
り
ま
し
た
。
あ
の
ま

ま
走
っ
て
い
た
ら
津
波
に
遭
っ
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
思
う
と
、

本
当
に
怖
い
で
す
。
原
ノ
町
は
多
く

の
家
の
瓦
が
落
ち
、
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。」

日
が
暮
れ
る
こ
ろ
に
よ
う
や
く
建

物
の
中
に
入
り
、
今
後
の
対
応
に
関

す
る
協
議
を
し
た
後
、
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。
川
俣
町
は
停
電
の
た
め

真
っ
暗
で
心
細
く
な
り
ま
し
た
が
、

山
木
屋
を
越
え
、
津
島
の
家
々
の
明

か
り
が
見
え
た
時
に
は
本
当
に
安
堵

し
ま
し
た
。
帰
宅
す
る
と
、
築
１
３

０
年
の
古
い
家
や
10
年
程
前
に
建
て

た
家
の
中
は
壁
が
落
ち
食
器
類
が
落

下
し
て
割
れ
る
な
ど
散
々
な
有
様

で
、
親
子
３
人
、
こ
た
つ
で
服
を
着

た
ま
ま
寝
ま
し
た
。

■
翌
日
か
ら
４
日
間
、
津
島
は
人
と

車
で
溢
れ
て
い
ま
し
た

12
日
早
朝
、
町
か
ら
大
勢
の
町
民

が
津
島
に
避
難
を
す
る
の
で
地
区
の

集
会
所
で
受
け
入
れ
を
し
て
欲
し
い

と
の
要
請
が
あ
り
、
役
員
の
方
々
と

そ
の
準
備
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
我
が
家
は
元
々
旅
館
と
煙
草
の

小
売
を
営
ん
で
お
り
、
幾
世
橋
の
恩

師
家
族
を
お
泊
め
し
た
り
、
煙
草
を

売
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
津
島
の

人
口
は
１
，４
０
０
人
程
で
す
か
ら
、

７
倍
を
超
す
１
万
人
以
上
が
避
難
し

て
来
た
と
思
い
ま
す
。
小
中
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
溢
れ
た
車
が
路
肩

に
駐
車
。
そ
の
間
を
進
も
う
と
す
る

車
が
列
を
な
し
、
荷
物
を
抱
え
て
歩

く
人
も
大
勢
い
ま
し
た
。
本
当
に
見

た
こ
と
の
な
い
光
景
で
し
た
ね
。

15
日
に
は
全
町
避
難
が
決
ま
り
、

津
島
の
混
雑
は
無
く
な
り
ま
し
た
。

妻
と
娘
は
福
島
市
の
妻
の
実
家
に
一

足
先
に
避
難
し
、
私
は
翌
日
ま
で
地

区
の
人
た
ち
に
声
を
か
け
て
か
ら
合

流
し
ま
し
た
。
４
月
に
な
る
と
就
職

し
た
娘
の
ア
パ
ー
ト
に
移
り
、
翌
年

５
月
に
は
、
私
の
定
年
退
職
と
時
期

を
同
じ
く
し
て
娘
が
原
ノ
町
に
転
勤

し
、
一
緒
に
移
動
し
ま
し
た
。

■
我
が
家
の
よ
う
に
感
じ
つ
つ
あ
る

白
沢
の
家
と
、
つ
な
が
り
始
め
た

地
域
の
縁
を
大
切
に
し
た
い

そ
の
後
、
友
人
の
紹
介
で
こ
の
白

沢
の
借
上
げ
住
宅
で
２
０
１
１
年
11

月
末
か
ら
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
。
最

低
限
の
家
財
は
津
島
か
ら
持
ち
込
め

ま
し
た
し
、
本
当
に
恵
ま
れ
て
い
ま

し
た
ね
。
近
所
の
方
々
も
本
当
に
よ

く
し
て
く
だ
さ
り
、
先
日
は
地
域
の

方
々
と
お
伊
勢
参
り
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。

下
津
島
で
は
他
の
地
域
で
新
た
な

生
活
を
始
め
る
人
た
ち
が
増
え
て
い

ま
す
。
私
た
ち
も
こ
れ
か
ら
の
行
く

末
を
真
剣
に
考
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
が
、
仮
設
・
借
上
げ
住
宅
の
延

長
期
間
も
定
か
で
は
な
く
、
帰
町
の

目
途
も
立
た
な
い
中
で
、
何
を
す
る

に
も
し
っ
か
り
〝
根
を
下
ろ
し
た
生

活
〞
と
、
気
持
ち
の
整
理
が
必
要
で

す
。
私
は
自
然
と
接
し
な
が
ら
、
地

域
や
人
と
の
つ
な
が
り
が
実
感
で
き

る
生
活
を
望
ん
で
い
ま
す
。

震災当時、今野さんは（社福）福島県社会福祉協議会に勤務
され、同時に下津島地区の行政区長さんも務めておられまし
た。その今野さんは、地区の人々16人から聞き取った被災の記
録『３.11ある被災地の記録　浪江町津島地区のこれまで、あ
のとき、そしてこれから』を上梓され、読売新聞（2014年７
月６日福島版）などに大きく取り上げられました。
今回は、奥さまの芳子さんと共に「聞かれる側」になってい
ただき、震災当日から今日までのこと、ご近所や地域での交流
など、さまざまなお話を伺いました。

今野　秀則さん（下津島）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：７月９日

人がつながって生きていくことや、ふるさとの祭、伝統芸能。
そういった全てが断ち切られたことが、悔しくてなりません。

福島県



http://www.town.namie.fukushima.jp

〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
TEL 0243（62）0123（代表）　 FAX 0243（22）4218発行・編集　福島県浪江町役場復興推進課

資源保護のため広報なみえは再生紙を使用しております
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